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微生物多様性部会の 目指すとこ ろ
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現在 、 生物 多様性条約（CBD ）の もと複数 の 国際プ ロ グラム が 様 々 な視点か ら調査研 究を継続し、普 及広報や 教育な

どの プ ロ ジ ェ クトを実施 して い る（CoML ，DIVERSITAS ，GBIF，　GEO −BON ，　ILTER 　etc．）。また 生物多様陸条約の 締結国

会議（COPIO ）が 201   年に名古屋 で 開催 されるこ とから、国内で の 活動も活 発化して い る。研究の状況 で は 、情報高分

子 の 解析技術が生物多様性 の 分野 に か つ て ない ほ ど精緻 で 多量なデー
タを提 供 し、分 野として 新たな進 展を後押 し

して い る 。 しか し、微生物生態学で は 多様性 に 関する情報が 不可欠 で あ るにも関わらず、またそ の 重要性 が 認識され

て い るにも関わらず、分野からの 生物多様性 プ ロ ジ ェ クトへ の 寄 与はさほ ど高くは ない 。

こ うした状況 にお い て 微生物 多様性 部会を立 ち上 げた理 由は 、 1＞微生物多様性に 関する課題を検証 して世 の 中に そ

の 意義と重要性を示す、2）研 究成果 だ け で なく国内外 の プ m ジェ クトを支援す る とともに微生物学分 野 か らの 寄 与を明

確に 示 す、3）微生物多様性データベ ース の 構築に 向 けて 活動する、とい う三 項 目に集約 される。 この 部会で は 、 研究

者間で の 情報交換だ けで なく、社会に 向けた発信能力と将来に お ける研究資産 の 形成を目標 として 活動 するこ とを計

画して い る。 この 発表 で は 部会発起人を代表して 3 名の世話人が演者となり趣旨を説明 する。多くの 学会員 の 方 々 の

参画を歓迎す る次第 で ある。
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歯周病原性 細tt　EikeneU α　corrodens の ゲノム 再編に よる高病原 化株 の 検 出

中原 彩
1
、松永 哲郎

【

、加藤 昭夫
1
、恵比 須 繁之

2
、○阿座 上 弘行

1

i
山 口大 ・農・生 物機 能、

2
阪大院 ・歯 ・保存

Key　words ：Perodontal　disease，　Eikene〃a 　corrodens ，　genomic　recombination ，
　pathogenicity

E ．corrodens は歯周病原性 細菌の
一

つ で 、そ の 病原性 には菌体表層 の Ga1NAc 特異的レ クチン が大きく関与して い

る。近年 、臨床分離株 か ら分離 した プ ラス ミド上 の リコ ン ビ ナ ーゼ が ゲノム 上 の タイプ 4線 毛遺伝子領域 に組換 えを起 こ

し、レクチ ン活性やバ イオフ ィル ム形成能、溶血 活性などを著しく増加させ ることをあきらか にした。ゲノム 組換え株か ら

線毛遺伝子領域をクロ ーニ ン グし、そ の 塩基 配列を解析したとこ ろ、タイプ4 線毛遺伝子 内で 組換え が 起こ り、新たな線

毛遺伝子 の 挿入が見られた。また、リコ ン ビ ナ
ーゼ 遺 伝子 の 導 入 の 有無 による本菌 の 口 腔 上皮細胞 へ の 付着や侵 入

能力 の 変化に つ い て 調 べ た
。 そ の 結 果、組換 え株で は 口 腔上 皮細胞 へ の 付着 力 が増大 して い た 。 さらに、組換 え 株と

同様 の 配 列 は 他の 臨床分離株で も報告され て い たこ とか ら、リコ ン ビ ナ ーゼ遺伝子 が水平伝播され 、口 腔内 で 高病原

化株が出現 して い る可能性が 示唆された 。 そ こで 、リア ル タイム PCR を用 い たゲノム 組換え株の 検出方 法を開発した。

この 方法 により口 腔 内からの 臨床 分離株 の 組 換え の 有無を判定した り、ヒトの 口 腔内デ ン タル プラ
ークか ら線毛遺伝子

の 組換 え株 を検 出法 の 確 立 を 試 み た。
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